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第９号陳情　アフガニスタンなどで残虐兵器の使用の中止をもとめる
ことについて

第26号陳情　老人医療の限度額超過分について申請手続きの簡素化、お
よび医療機関による受領委任制度の検討をもとめることについて（1項）

第26号陳情　老人医療の限度額超過分について申請手続きの簡素化、お
よび医療機関による受領委任制度の検討をもとめることについて（2項）

不採択

不採択

不採択

第183号 平成14年（2002年）11月24日　 （8）

人
体
や
環
境
へ
の
影
響
を
め
ぐ
っ

て
は
、
な
お
議
論
が
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

食
糧
自
給
率
約
40
パ
ー
セ
ン
ト

の
我
が
国
に
お
い
て
は
、
外
国
か

ら
輸
入
さ
れ
る
農
産
物
に
対
す
る

関
心
は
高
く
、
遺
伝
子
組
み
換
え

食
品
の
安
全
性
確
保
が
十
分
な
の

か
と
い
う
不
安
と
そ
の
安
全
性
を

求
め
る
声
が
、
国
民
の
間
で
高
ま

っ
て
お
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
平
成
13
年
4

月
か
ら
、
食
品
衛
生
法
及
び
農
林

規
格
法
に
基
づ
き
、
遺
伝
子
組
み

換
え
食
品
の
安
全
性
審
査
と
表
示

を
義
務
づ
け
、
安
全
性
審
査
を
受

け
て
い
な
い
遺
伝
子
組
み
換
え
食

品
に
つ
い
て
は
輸
入
、
製
造
、
販

売
等
が
禁
じ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
表
示
義
務
の
対
象
と

な
る
食
品
は
「
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
、
な
た
ね
、
じ
ゃ
が
い
も
、

綿
実
」
の
5
作
物
と
こ
れ
ら
を
原

材
料
と
す
る
一
部
の
加
工
品
に
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
消
費
者
が
十

分
選
択
で
き
な
い
ま
ま
流
通
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
日
本
人
の
主

食
で
あ
る
米
に
つ
い
て
、
遺
伝
子

組
み
換
え
イ
ネ
の
開
発
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
実
験
栽
培
が
す

で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の

状
況
の
ま
ま
、
こ
れ
が
承
認
さ
れ
、

流
通
が
開
始
さ
れ
れ
ば
、
国
民
の

不
安
は
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
政
府

に
対
し
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
下

記
の
事
項
に
つ
い
て
、
強
く
要
望

い
た
し
ま
す
。

記

1

遺
伝
子
組
み
換
え
イ
ネ
に
つ

い
て
は
、
安
全
性
審
査
に
際
し
て

の
情
報
公
開
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
安
全
性
が
十
分
に
確
保
さ
れ

る
ま
で
は
、
こ
れ
を
承
認
し
な
い

こ
と
。

2

消
費
者
の
選
択
す
る
権
利
を

保
障
す
る
た
め
、
基
本
的
に
す
べ

て
の
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
に
つ

い
て
表
示
を
義
務
化
す
る
こ
と
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
、
農
林
水
産
大
臣
あ
て
〉

小
中
学
校
の
普
通
教
室
ク
ー

ラ
ー
設
置
に
対
す
る
国
の
財

政
支
援
を
求
め
る
意
見
書

学
校
が
週
5
日
制
に
な
り
、
低

学
年
で
も
5
、
6
時
間
目
ま
で
の

授
業
が
増
え
、
30
度
か
ら
40
度
に

も
及
ぶ
暑
い
教
室
で
の
授
業
は
子

ど
も
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

で
窓
も
開
け
に
く
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
学
ぶ
意
欲
ば
か
り
か
、
健

康
に
も
か
か
わ
る
普
通
教
室
へ
の

ク
ー
ラ
ー
設
置
は
切
実
な
要
求
と

な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
公
立
小
中
学
校
で
、

現
在
冷
房
化
の
補
助
対
象
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
職
員
室
や
保
健
室
、

音
楽
室
な
ど
の
特
別
教
室
だ
け
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

父
母
と
学
校
関
係
者
な
ど
の
切

実
な
要
求
を
受
け
て
文
部
科
学
省

は
、
原
則
と
し
て
公
立
の
小
中
学

校
の
普
通
教
室
を
冷
房
化
す
る
方

針
を
決
め
、
平
成
15
年
度
（
2
0

0
3
年
度
）
か
ら
の
10
年
計
画
で
、

来
年
度
予
算
概
算
要
求
に
空
調
設

備
の
整
備
費
1
0
0
億
円
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
文
部
科
学
省
は
、
当

初
公
立
小
中
学
校
の
新
築
（
国
の

補
助
率
2
分
の
1
）、
増
改
築
（
同

3
分
の
1
）
に
か
ぎ
り
冷
房
化
を

す
す
め
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま

し
た
が
、
新
増
改
築
以
外
の
小
中

学
校
も
整
備
対
象
と
し
、
3
分
の

1
を
国
が
補
助
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
で
も
、
冷
房
化

を
希
望
し
な
い
地
域
を
除
き
す
べ

て
の
小
中
学
校
の
普
通
教
室
が
冷

房
化
さ
れ
る
の
は
、
平
成
15
年
度

（
2
0
0
3
年
度
）
か
ら
10
年
後
で

す
。よ

っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、
早

期
に
小
中
学
校
の
普
通
教
室
の
冷

房
化
を
実
施
す
る
た
め
、
10
年
計

画
の
短
縮
と
あ
わ
せ
、
国
庫
補
助

率
を
少
な
く
と
も
2
分
の
1
に
引

き
上
げ
る
な
ど
整
備
予
算
の
大
幅

な
増
額
を
求
め
ま
す
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
文

部
科
学
大
臣
あ
て
〉

日
朝
国
交
正
常
化
の
進
展
と

日
本
人
拉
致
問
題
に
関
す
る

意
見
書

去
る
9
月
17
日
、
小
泉
純
一
郎

首
相
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
（
北
朝
鮮
）
の
金
正
日
総
書
記

と
の
初
め
て
の
首
脳
会
談
が
行
わ

れ
た
。
日
朝
間
の
新
し
い
歴
史
を

つ
く
る
こ
の
会
談
で
、
国
交
正
常

化
に
向
け
た
交
渉
の
再
開
に
つ
い

て
の
合
意
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、

両
国
国
民
の
予
て
よ
り
の
念
願
で

あ
り
、
賛
意
を
示
す
と
こ
ろ
で
あ

る
。ま

た
、
わ
が
国
に
と
っ
て
最
大

の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
日
本
人
拉

致
問
題
に
つ
い
て
も
、
北
朝
鮮
は

こ
れ
ま
で
も
拉
致
の
事
実
は
な
い

と
言
い
続
け
て
き
た
が
、
今
回
、

金
正
日
総
書
記
は
初
め
て
国
家
機

関
に
よ
る
日
本
人
拉
致
事
件
の
存

在
を
認
め
、
謝
罪
を
し
た
。
日
本

の
国
家
主
権
を
侵
害
し
、
そ
れ
が

断
じ
て
許
さ
れ
な
い
犯
罪
行
為
で

あ
る
こ
と
を
正
式
に
認
め
た
の
で

あ
る
。
拉
致
問
題
に
つ
い
て
は
、

被
害
者
の
ご
家
族
の
心
中
を
察
す

る
に
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
国
交
正

常
化
に
一
定
の
評
価
を
し
つ
つ
も

今
後
引
き
続
い
て
真
相
究
明
の
た

め
に
日
朝
両
国
は
全
力
を
傾
注
す

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

近
い
将
来
、
北
東
ア
ジ
ア
に
真

の
平
和
が
訪
れ
る
こ
と
は
誰
も
が

望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
た

め
に
も
今
月
末
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

ー
ル
で
再
開
さ
れ
る
日
朝
国
交
正

常
化
交
渉
で
は
、
拉
致
問
題
は
も

と
よ
り
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
、

経
済
協
力
の
取
り
扱
い
、
安
全
保

障
協
議
の
位
置
づ
け
な
ど
、
協
議

の
進
め
方
を
慎
重
に
協
議
し
、
北

東
ア
ジ
ア
の
安
定
化
が
世
界
平
和

に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
を
強
く

望
む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本

国
内
に
お
け
る
、
朝
鮮
学
校
生
徒

に
対
す
る
嫌
が
ら
せ
や
、
朝
鮮
学

校
制
服
の
着
用
を
拒
ま
せ
る
よ
う

な
言
動
は
慎
み
、
今
回
の
日
朝
国

交
正
常
化
交
渉
を
契
機
に
し
て
、

真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築

す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
な
こ
と

と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
政
府

に
対
し
、
北
朝
鮮
と
の
国
交
正
常

化
交
渉
に
全
力
を
あ
げ
る
と
と
も

に
、
拉
致
問
題
の
早
期
究
明
に
最

善
の
努
力
を
強
く
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
法

務
大
臣
、
外
務
大
臣
、
国
家
公
安

委
員
会
委
員
長
あ
て
〉

意見の分かれた案件（第3回定例会）
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（議員数）
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自

民

（12）

公

明

（9）

共
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（9）
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治

（5）

民
主
ク
（2） ※

無
所
属
（6）
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中野区国民健康保険条例の一部を改正する条例

中野区乳幼児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

中野区ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

平成13年度中野区一般会計歳入歳出決算の認定について

平成13年度中野区国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成13年度中野区介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

平成14年度中野区一般会計補正予算

中野区議会議員定数条例（定数44人）

中野区議会議員定数条例（定数42人）

可　決

可　決

可　決

認　定

認　定

認　定

可　決

否　決

可　決

※無所属議員については、会派と同様の扱いで掲載しています。
会派名の略称　自　民：自由民主党議員団　　　公　明：公明党議員団　　共　産：日本共産党議員団

自　治：市民自治フォーラム　　民主ク：民主クラブ

陳　　　　情

議員提出議案

予　　　　算

決　　　　算

区長提出議案

傍
聴
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
は
、
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
会

議
の
当
日
、
区
議
会
事
務
局（
区
役
所
議
会
棟
3
階
）で
傍
聴
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
受
付
は
会
議
開
会
の
1
時
間
前
、
入
場
は
30
分
前
か
ら
に
な
り
ま
す
。
本
会
議
は
定

員
1
0
0
人（
た
だ
し
、
椅
子
席
は
先
着
80
人
）、
委
員
会
は
定
員
15
人
で
す
。

★
本
会
議
場
や
委
員
会
室
へ
の
携
帯
電
話
の
持
込
み
は
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
持

ち
の
方
は
、
事
務
局
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

●
●
●

そ
の
他
、
傍
聴
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
、
区
議
会
事
務
局（
電
話
3
2
2
8-

8
8
7
0
）ま
で
。


